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研究成果の概要（和文）：クラウドソーシングと呼ばれるインターネット上で共同で分担して作業を行うプラッ
トフォームを用いて，創造性の高い作業を行う方法の構築についての研究を行った．本研究では，作業者の品質
測定および高品質な作業結果の二つの点に重点を置き研究を行った．作業者の品質に関する客観的および主観的
な特徴を抽出し，それらの特徴を機械学習アルゴリズムに入力することによって，作業者の品質を測定した．ま
た，作業成果の品質を向上させるためにマルチタスク学習を行い，そのための品質測定を自動的に行うことがで
きるようにするため，Webアプリケーションの構築を行った．評価実験を行い，提案システムの有効性を確かめ
た．

研究成果の概要（英文）：Using crowdsourcing, a working platform by unspecified workers over the 
Internet, we construct a method for developing creative sentences. In our research, we mainly focus 
on two research topics; 1) how to measure the quality of outputs, and 2) how to aggregate multiple 
outputs for improving quality of outputs. To solve 1), we extract features from outputs and 
construct machine learning models. To solve 2), we use multi-task learning method. We developed Web 
applications to accomplish these tasks. We evaluate our system to confirm the effectiveness of our 
proposed method.

研究分野： 情報科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究における成果によって，高い品質のデータを大量に作成するための方法を構築することができた．また，
マルチタスク学習に必要なデータセットの構築を機械学習と人手の組み合わせにより高品質で作成することがで
きた．複数の作業者により一つのタスクを行う場合の合意形成過程について明らかとなったため，高い精度で機
械学習による分類や予測を行うために必要な方法が明らかになった．実際に企業において提案Webシステムを用
いたため，実用的な精度であることも明らかになった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究ではクラウドソーシングにおいて創造的な作業を大規模に行う際に，高品質な作業結果
を得るための協調的作業環境を構築することを目的とする．クラウドソーシングとは大量の作
業者によってインターネット上で共同で分担して作業を行い，作業量に応じた報酬額を作業者
に支払う仕組みである．人手により大量の作業を短期間に終了させる必要がある場合に用いら
れている．ところが，多くの作業者によって創造性の高い作業を行うことは，作業者相互の意思
疎通が困難であることから行われていない．そこで，高い品質で創造性の高い作業，つまり人間
の直感に合う作業を行う方法を構築する． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，作業者の品質測定システムを構築することにより，協調的な作業環境において高品
質な作業結果を得ることを目的とする．具体的には，Twitter や X，YouTube などに投稿された
メッセージに対して，何に対してどのような感情を持つのか，高い精度で予測する機械学習モデ
ルを構築する．機械学習モデルの精度を向上させるためには，入力となる訓練データの品質が向
上すること，機械学習モデルを工夫することの二つについて取り組んだ． 
このときに課題となる点は，教師データの品質，および構築するために必要な時間，費用である．
分析対象となるメッセージが大量となったときや，多くの点で分析を行う必要があるとき，現実
的な時間で分析を行うためには全ての手順をクラウドソーシングにより人手で行うことは現実
的ではない．たとえば，ある製品に関して必要な分析項目（デザインや色，重さなど）が 50 個
あったとき，クラウドソーシングにより各メッセージに対してどの分析項目について書かれて
いるかを選択することは極めて複雑であり，多くの時間と費用がかかるため，LLM により処理
することが有効であるといえる．一方で各分析項目が判明しておりそれぞれの分析項目に対し
てメッセージ投稿者がどのような感情（ポジティブやネガティブなど）を持っているかを分析す
るときには，クラウドソーシングにより人手で処理することが有効である．そこで本研究ではク
ラウドソーシングと LLM を組み合わせ，複雑な処理を現実的な時間，費用で処理可能なシステ
ムの構築を目指す． 
 
３．研究の方法 
 
以下の方法で研究を行った． 
 
1. 作業者の作業品質の測定 
作業者は多ければ多いほど，不適切な作業者の特定は容易になる．ところが，作業者を増やすこ
とはコスト増大につながり，現実的な費用での作業が困難となる．そこで，機械学習により作業
者を模倣するモデルを構築することができないかどうか，それにより作業者の品質測定が可能
かどうかを調査した． 
まず作業者ごとに，作業結果を模倣する機械学習モデルを構築する方法についての研究を行っ
た．実データを利用して実験を行った．この実験では，全ての作業者による作業結果を入力とし
たモデルを構築し，一人の作業者の作業結果によりファインチューニングを行う方法（方法 1）
と，一人の作業者の作業結果だけを用いる方法（方法 2）を比較した．この結果，予想に反して
方法 2 の精度が方法 1と比べ高いことが明らかになった．これは，作業者により特徴的な作業結
果がファインチューニングによる方法では失われてしまうためである．また，ここで構築した機
械学習モデルと実際の作業を併用し，作業者の品質を測定する方法を構築した．その結果，実際
の作業だけを使った場合と比較して，低品質な作業者の特定に関して精度が向上することが確
認できた． 
 
2. マルチタスク学習 
マルチタスク学習を用いることを前提としたデータセット構築を行い，それに必要なデータセ
ットの構築を行った．既存のデータセットではメッセージそれぞれに評判に関するラベルだけ
が付与されており，マルチタスク学習に用いることができなかった．本研究では一つのメッセー
ジに対して様々な質問を行い，その回答を収集しているため，マルチタスク学習による精度向上
が期待できる．また，LLM は BERT などによる既存の分類器よりも質問によっては高い精度で分
類できる場合があるため，効果的に組み合わせることによって精度を維持しつつ時間的および
金銭的コストを削減することが可能となる． 
 
 
 



3. Web サービスの構築 
クラウドソーシングにより事前に設定したタスクを，作業
者が入力となるメッセージデータに対して処理する．クラ
ウドソーシング作業画面を図に示す．Web 上で主にスマー
トフォンを用いて作業を行うことができるよう，クラウド
ソーシングによる作業環境を構築した．なぜなら，従来の
評価実験においてクラウドソーシングを行ったとき，80%
以上の作業者がスマートフォンもしくはタブレットによ
り作業を行っているためである．作業者は，画面中央にあ
るメッセージを閲覧し，画面下にあるボタンのうち対応す
るものを押すことにより，次のメッセージもしくは次の質
問が現れる． 
構築したシステムはフロントエンドとバックエンドの二
つで構成されており，フロントエンドは作業者のブラウザ
上で，バックエンドは作業依頼者が準備したサーバ上で動
作する．フロントエンドとバックエンドは両方とも 
JavaScript で実装されており，フロントエンドは 
React.js，バックエンドは Node.js がベースとなってい
る．バックエンドで用いるデータベースは PostgreSQL を 
ORM として Prisma.js を介して用いている．フロントエン
ドとバックエンドとの通信は GraphQL によって JSON を
POST することによって行っている．本システムは今回の
実験だけではなく様々なタスクを処理することが可能な
ように設計されているため，今回のタスク以外でも利用す
ることが可能である． 
 
４．研究成果 
 
ここで構築した機械学習モデルと実際の作業を併用し，作業者の品質を測定する方法を構築し
た．その結果，実際の作業だけを使った場合と比較して，低品質な作業者の特定に関して精度が
向上することが確認できた． 
さらに，機械学習モデルとしてマルチタスク学習を用いる方法についての研究を行った．これは，
入力と出力が対となっている通常の機械学習と異なり，一つの入力から複数のタスクを解くモ
デルを構築することにより，精度向上を目指す方法である．この方法を利用するためには，様々
なタスクに対応する学習データが必要となり，さらにコストが増大する．そこで本研究では，マ
ルチタスク学習に対応する学習データ構築が可能であることを確認した．さらに，構築した学習
データによる機械学習モデルが精度向上に寄与することを示した． 
 

 

図: クラウドソーシング作業画面 
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